
自動車解体の効率化とフロン類の高効率処理
豊橋技術科学大学 エコロジー工学系 金煕濬、南 亘

TEL 0532-44-6908 FAX 0532-44-6929 E-mail kim@eco.tut.ac.jp

提案するフッ素循環サイクル ①、②は文科省プロジェクト（H14～H16, 総経費 1億6510万円）提案するフッ素循環サイクル ①、②は文科省プロジェクト（H14～H16, 総経費 1億6510万円）

フロン類の処理

最適化

フッ素（フロン

類）の発生 燃焼、触媒、
プラズマのハイ
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実現・制御
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発生スラッジ
発生スラッジ

ほたる石（CaF2)
の再資源化 再資源化再資源化

含フッ素化合
物（フロン類や
フッ素樹脂等）
の製造

カーエアコン
用冷媒

乗用車

（エアコン冷媒）

トラック

（冷凍機冷媒）

発泡用

①

③

②

④

ハイブリッド反応場：

火炎反応＋触媒＋プラズマ
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■：Primary air ratio=0.6
     Secondary air ratio=0.6
●：Primary air ratio=0.8
     Secondary air ratio=0.2
△：Primary air ratio=1.0
     Secondary air ratio=0.2
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●：Primary air ratio=0.8
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CFC,HFC全てに
おいて99%以上
分解、最終濃度

1ppm以下を達成
（2001.4からの基準）
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1次側 　LPG ：0 .0 5 , O 2 ： 0 .3 , N 2： 0 .2
2次 側 　O 2： 2 .4 ,　 N 2： 1 .6

　 　 　 　 　 　単位 [L /m in ]

分 解基準線

発生スラッジ
発生スラッジ

蛍石（CaF2)
の再資源化

期待され
る成果

期待され
る成果 豊橋に自動車フロン分解拠点の設置


